
　　　　　　　　

作成日

更新日

2022

取組期間 2022年6月 〜 2023年5月

2023年6月30日

2023年9月28日

年度 環境活動レポート



■ 目次 P.1

■ ごあいさつ P.2

■ 環境方針＜基本理念＞＜行動指針＞ P.3

■ 登録事業所の概要 P.4

社内組織図及び環境管理組織図

許可の内容

処理工程表

施設等の状況

廃棄物処理料金

■ 主な環境負荷の実績 P.9

■ 環境目標及びその実績

■ 環境活動の取組計画と評価 P.10

■ 環境関連法規制等の順守状況 P.11

■ 代表者による全体の評価と見直し

■ コミュニケーション・活動内容　etc… P.12

1



和歌山プレス株式会社
代表取締役　井川　朗

ご あ い さ つ

近 年 、 深 刻 化 し て い る 環 境 問 題 。

環 境 を よ り よ く す る た め に は 、 企 業 の 立 場 か ら

率 先 し て 取 り 組 ま な け れ ば な り ま せ ん 。

弊 社 は 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 と し て 、 地 球 を 守

る た め に 、 地 域 顧 客 と と も に 循 環 型 社 会 に 向

け た 安 心 安 全 な 環 境 を 求 め 、 環 境 に 配 慮 し た

事 業 活 動 を お こ な い 、 環 境 保 全 に ま い 進 し て

ま い り ま す 。
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改訂 2022年8月20日
制定 2006年6月1日

代表取締役　井川　朗

　④受託産業廃棄物の再資源化率向上

　⑤一般廃棄物の削減

　⑥水道水使用量の削減

　⑦環境配慮サービスの推進

　⑧地域清掃活動への参加

３．この環境経営方針は、当社に働くすべての従業員に周知し、一般に公表します。

＜行動指針＞

１．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

２．次の項目について環境目標及び実施計画を立て、継続的改善に努めます。

　①二酸化炭素排出量削減

　②電力使用量の削減

　③収集運搬車等の燃費向上

環境経営方針

＜基本理念＞

当社は、限りある資源の有効利用と深刻さを増す地球温暖化問題に取り組むことが経営の重
要課題であることを踏まえ、廃棄物収集・運搬と処分、再資源化品の加工販売に於いて自主
的、積極的に、全社一丸となって環境への取り組みを推進するため、以下の行動指針を定め
ます。
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百万円
　　収運量： t/年(一廃) t/年(産廃)
中間処理量： t/年(一廃) t/年(産廃)
　再資源量： t/年(一廃) t/年(産廃)

kWh/年
名 延べ床面積： ㎡

 6月～5月

　　

 　

□　認証・登録の対象組織・活動

　登録組織名：和歌山プレス株式会社

　対象事業所：本社・工場

　活動：一般廃棄物及び産業廃棄物の収集・運搬と処分(中間処理)、

　　再資源化品の加工販売、太陽光発電事業

（7）資本金

 4200万円

 　　  従業員： 11 1015

（5）事業年度　　  

（6）法人設立年月日

 S37年6月1日

93 2,903
497 2,291

太陽光発電： 12,572

（4）事業の規模

 　　　売上高： 258 (2022年度)
590 2,938

　　　　環境保全関係の責任者 ： 環境管理責任者　井川　梓

（3）事業内容

　　　　一般廃棄物収集・運搬と処分（中間処理）
        産業廃棄物収集・運搬と処分（中間処理）
　　　　再生資源化品の加工販売
　　　　太陽光発電事業

（1）名称及び代表者名

　　　　    和歌山プレス株式会社
　　　　　　代表取締役　井川　朗

（2）所在地

　　 　 〒640-8412　和歌山県和歌山市狐島607⁻6
　　　Tel:073-453-5353

登録事業所の概要
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【社内組織図】

【環境管理組織図】

営　業 総務・経理 構　内 収集・運搬

（8）組織図

代用取締役　　　
井川　朗

専務取締役　　　
　井川　惇

事　務　所 工　場
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優良認定

㊝

㊝

㊝

㊝

㊝

㊝

㊝

和歌山県 古物商許可証 第651140000402号 平成10年12月28日

令和4年10月1日～令和6年9月30日

海南市 一般廃棄物収集運搬業許可証 第27号 令和5年10月22日～令和7年10月21日

管轄 許可証 許可番号 交付年月日

和歌山市
一般廃棄物処分業許可証 第082010010号 令和4年7月9日～令和6年7月8日

一般廃棄物収集運搬業許可証 第0820－0010号

和歌山県 金属くず商許可証 和北第56号 平成18年3月16日

奈良県 産業廃棄物収集運搬業許可証 第02900013847号 令和1年9月17日 令和6年9月16日

管轄 許可証 許可番号 許可有効期限

大阪府 産業廃棄物収集運搬業許可証 第02700013847号 平成28年10月31日 令和5年10月30日

※令和12年10月30日

滋賀県 産業廃棄物収集運搬業許可証 第02500013847号 平成30年12月26日 令和5年12月19日

京都府
産業廃棄物収集運搬業許可証 第02600013847号 平成29年11月9日 令和11年11月8日

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 第02650013847号 平成29年11月9日 令和11年11月8日

第03050013847号 令和2年10月24日 令和9年10月23日

三重県 産業廃棄物収集運搬業許可証 第02400013847号 平成27年10月23日 令和9年10月7日

産業廃棄物収集運搬業許可証 第07210013847号 平成28年1月31日 令和12年1月30日

和歌山県
産業廃棄物収集運搬業許可証 第03000013847号 令和2年10月24日 令和9年10月23日

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証

管轄 許可証 許可番号 許可年月日 許可有効期限

和歌山市
産業廃棄物処分業許可証 第07220013847号 平成28年1月31日 令和12年1月30日

（9）許可の内容

【積替え保管】
シャッター倉庫サイズ 3.65×1.85＝6.75㎥

フレコンバッグに入れて保管

・廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物含む）

・木くず

ドラム缶に入れて保管

・水銀使用製品産業廃棄物

積替保管施設内に特定家庭用機器産業廃棄物を保管
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○

事業系一般廃棄物 ○

繊維くず ○ ○

紙くず ○ ○

一
般
廃
棄
物

廃プラスチック類 ○ ○

木くず ○ ○

金属くず ○ ○

ガラス・コンクリート及び陶磁器くず ○ ○

がれき類 ○

●

許可品目/業の種類
収集運搬 中間処理

和歌山市

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物 廃石綿等

海南市 選別・破砕

廃アルカリ ●

廃酸 ●

廃油 ●

汚泥 ●

感染性産業廃棄物 ●

がれき類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガラス・コンクリート及び陶磁器くず ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

金属くず ○ ○ ○ ○ ○

ゴムくず ○ ○

○ ○

動植物性残さ ○ ○ ○ ○ ○

繊維くず ○ ○ ○

○ ○

木くず ○ ○ ○ ○

紙くず ○ ○ ○

○ ○

廃プラスチック類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃アルカリ ○ ○ ○ ○ ○

廃酸 ○ ○ ○ ○ ○

廃油 ○ ○ ○

○ ○ ○

○

選別・破砕

産
業
廃
棄
物

燃え殻 ○ ○ ○

許可品目/業の種類
収集運搬 中間処理

和歌山市 和歌山県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 奈良県

汚泥 ○ ○
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 重機：　油圧式ショベル(つかみ付)2台　エンジン式フォークリフト2台

　　　　  

処理料金につきましては種類・量により計算いたします。

当社（TEL:073-453-5353）までご相談ください。無料にてお見積もりいたします。

　　　木くず　1.0㎥（屋内保管、フレコンバック）

　　　水銀使用製品産業廃棄物　0.4㎥（屋内保管、ドラム缶）

　　　特定家庭用機器産業廃棄物　22.08㎥（屋内保管）

（12）　廃棄物処理料金

積替え保管施設

①  面積　保管庫床面積　6.75㎡

　  　　　保管施設面積　835.57㎡

②  保管する産業廃棄物の種類、保管の上限及び積み上げ高さ

　　　廃プラスチック類　1.0㎥（屋内保管、フレコンバック）

　　　廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物）3.0㎥（屋内保管、フレコンバック）

和歌山プレス㈱工場

（11） 施設等の状況

収集運搬車：　10ｔダンプ１台  　２ｔダンプ１台　　７ｔワンマンローダー2台

　　　　　　　６ｔコンテナ専用車１台 　４ｔコンテナ専用車１台　２ｔユニック1台

破砕施設：　処理能力　40ｔ／日（5ｔ／時）　120kW

プレス施設：　処理能力　30ｔ／日（3.75ｔ時）　75kW

（10）処理工程

廃 プ ラ ス チ ッ ク

金 属 く ず

ガラス・コンクリート及び陶磁器く

木 く ず

が れ き 類

破 砕

埋立処分

破砕選別 計量

破砕

破砕

破砕

リサイクル

燃料化

埋立処分

リサイクル

埋立処分

燃料化

埋立処分

リサイクル

リサイクル

リサイクル
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50% 2 2

※水道使用量の基準年は2021年、受託産業廃棄物の再資源化率の基準年は2020年とする

地域清掃活動 参加回数 2 現状維持 2 1

596 590

環境配慮サービスの推進 ‐
2022年度開

始
次ページの取組計画を参照 継続 継続

159% 71 71

水道水使用量(基準年は2021年) （㎥／年） 608 2%　DOＷＮ 602 470 128%

一般廃棄物 ｋg/年 74 4%　DOＷＮ 72 45

受託産業廃棄物の再資源化率 再資源化率(％) 94 現状維持 94 94 100% 94 94

収集運搬車の燃費 （ｋｍ/ℓ） 3.35 3%　UP 3.45 3.37 98% 3.45 3.45

95% 104,761 103,659

電力使用量 （ｋWｈ） 83,277 4%　DOＷＮ 79,946 69,260 115%

二酸化炭素排出量 ｋg-CO2/年 110,275 4%　DOＷＮ 105,864 111,178

79,113 78,280

2017年度 （目標） （実績） 達成率 （目標） （目標）

（注）・購入電力の調整後二酸化炭素排出係数：Kenesエネルギーサービスの2019年度調整後排出係数0.569（㎏-CO2／kWh）
 ・二酸化炭素量はＬＰＧを含めた全排出量

環境目標及びその実績　

年度 基準年
目標設定

2022年度 2023年度 2024年度

項目

水道水使用量 （㎥／年） 496 580 608 470

一般廃棄物 ｋg/年 74 91 80 45

受託産業廃棄物の再資源化率 再資源化率(％) 97 94 95 94

収集運搬車の燃費 （ｋｍ/ℓ） 3.35 3.41 3.54 3.37

電力使用量 （ｋWｈ） 83,277 75,674 73,478 69,260

2022年度

二酸化炭素排出量 ｋg-CO2/年 110,515 112,507 111,884 111,178

主な環境負荷の実績

項　　　目 （単位） 2017年度 2020年度 2021年度

110,515

112,507

111,884

111,178

109,500

110,000

110,500

111,000

111,500

112,000

112,500

113,000

【二酸化炭素排出量】
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69,260
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【電力使用量】
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◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

地域清掃活動への参加 ✕ 目標未達成。

　・和歌山県産業廃棄物協会主催の不法投棄防止巡回パト　
　　ロール年2回に参加

✕

業務多忙のため、不法投棄防止巡回パトロールへの参
加が年1回のみの参加であった。
来年度は業務日程を調整しながら年2回の参加を目指
す。

環境配慮サービスの推進 〇 目標達成。

　・取引先への廃棄物の保管基準や分別方法等の助言
　・持込み業者、引取り業者向けのエコドライブ推奨する
ポスターの掲示

〇
取引先への分別方法の助言やアドバイスを行い、エコ
ドライブ推奨ポスターの掲示等を行った。

水道水の削減 ◎ 目標達成。

　・水道水削減目標説明 〇

新たな基準値を目標値に設定したが、今年度も水道水
使用量の削減の目標を達成することができた。
引続き削減に向けての取組みに努める。

　・節水呼びかけ 〇

一般廃棄物削減 ◎ 目標達成。

　・紙類の分別の徹底、両面ｺﾋﾟｰの推進 ◎
紙類・缶類の分別とリサイクルを徹底して行い、目標
を達成することができた。
次年度も引続きゴミの排出量削減へ向け取り組んでい
く。

　・水筒の持参運動（PETボトル削減） 〇

　・マイ弁当運動（弁当ごみ削減） △

受託廃棄物の再資源化率向上 〇 目標達成。

　・収集運搬引取り時分別 〇 今年度は目標を何とか達成できたものの、今後も廃棄
物を取り巻く環境は厳しくなると考えられるため、更
なる分別の徹底や中間処理作業の改善を模索していく
必要がある。　・中間処理作業の改善研究 〇

収集運搬車の燃費向上 ✕ 目標未達成。

　・アイドリングストップ運動の推進 △ 定期的な点検やこまめなメンテナンスを行い、アイド
リングストップやエコドライブを心掛けたが、作業車
での作業時間の増加により燃費向上の目標は未達成で
あった。目標を達成できるよう新たな取組み方法を模
索していく。

　・急発進急加速の防止運動の推進 △

　・点検記録をつける 〇

　・省エネ目標説明・昼休みの消灯 〇

待機電力の削減やこまめな消灯を徹底した。
来年度も更なる電力使用量の削減へ向けた取組みを行
う。

　・冷28度、暖20度の厳守 △

　・LED照明の使用 ◎

二酸化炭素排出量削減 ✕

電力使用量は削減できているが軽油の使用量が増加し
たため二酸化炭素排出量が増加した。軽油の目標であ
る燃費向上の目標も達成できなかったので引続き燃費
向上とエコドライブに努める。

電力使用量の削減 ◎ 目標達成。

環境活動の取組計画・評価・次年度の取組み

取　　組　　計　　画 　達成状況 評　価　と　次　年　度　の　取　組　み
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環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
また、過去３年間にわたって環境関連の訴訟、関係当局よりの違反等の指摘・訴訟はありませんでした。　　

代表者による全体の評価と見直し・指示
2023年7月31日

高圧ガス保安法 酸素ガス・アセチレンガスの保管 ○
フロン排出抑制法 該当設備無し ○

オフロード法 重機 ○

ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象地域への乗り入れ車両 ○
浄化槽法 浄化槽の保守点検、水質、保守管理 ○

振動規制法 破砕機・プレス機 ○
消防法 少量危険物 ○

廃棄物処理法
収集運搬・保管・中間処理許可及び収集運搬・中間処理基準の遵守。マ
ニフェスト管理・報告

○

騒音規制法 破砕機・プレス機・天井クレーン ○

環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

法　規　名 該当する項目 順守評価

エコアクション21の取組計画は、二酸化炭素排出量削減、収集運搬車燃費向上が未達成に終

わった。原因としては二酸化炭素排出量増加は作業車での作業時間が増えたことで軽油の使用

量が増加したため未達成であったと考えている。作業時間の増加や体調管理に伴う軽油使用量

の増加はやむを得ず、アイドリングストップや急加速・急停車の防止などを徹底することで燃

費向上に努める。

2022年度は新たに環境配慮サービスの推進を環境経営方針に追加し、またグリーン購入につい

ては目標の達成が続いており意識が定着したと判断したため方針から除外した。それに伴い環

境経営目標・計画を変更した。

今後も従業員全員の環境意識向上を図り目標達成に向け計画的に活動し成果をみいだしていく

ようにする。
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緊急事態の対応訓練
　　
2022年10月18日実施の消火器の設置場所の周知指導の様子

環境大臣の表彰状 (平成28年11月11日）

熱中症対策に対し、ミストを設置

コミュニケーション・活動内容　etc̥̥̥̥̥̥̥̥̥
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工場とその周辺環境との調和を図ることを目的とし環境向上に取り組んでいます。
　      
工場緑化推進 環境施設　定格出力10.80ｋW太陽光設備       

破砕機（ウエノテックス製　ＵＣ-15）導入

コミュニケーション・活動内容　etc̥̥̥̥̥̥̥̥̥
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